
中沢地先海岸地元説明会

平成 年 月 日 ～

気仙沼市高井283番1地先　海岸堤防内

住民，漁協関係者など計10数名

１．説明会の目的

高井浜大向地先海岸の高井地区地元住民及び漁業関係者の皆様を対象に，復旧概要の説明を行ったものです。

２．住民からの主な質問

①計画堤防高（L1区間及び地盤沈下嵩上げ区間の考え方）

②堤防計画位置

③漁業関連施設の復旧方法

３．土木事務所からの回答

①堤防高さはL1（数十年～百数十年に一度の頻度の津波）に対応したもので，シミュレーションに基づくものです。

   また，地域の地形や背後地の状況などを踏まえて，地盤沈下分の嵩上げのみの復旧を考えている区間もあります。

②ボーリング調査及び地質調査結果、経済性、周辺への影響等を考慮した案を示します。

③漁業関連施設は、震災以前の状態に復旧し、人為的操作を要する陸閘を出来る限り減らす方針です。

【土木事務所配布資料抜粋】
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気仙沼市大島地区で開催した災害復旧事業説明会概要
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